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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧
年
中
は

町
政
へ
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
一
昨
年
に
引
き
続
き
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
た
１
年

と
な
り
ま
し
た
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
す
る
方
々
に

対
す
る
早
期
の
実
施
や
国
の
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
支

援
事
業
の
速
や
か
な
執
行
な
ど
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て

懸
命
に
職
務
を
遂
行
し
た
こ
と
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
健

康
と
生
活
を
守
る
と
い
う
、
我
々
の
使
命
の
一
端
を
果
た

せ
た
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
国
内
に
お
い
て

は
、
新
規
感
染
者
が
着
実
に
減
少
し
沈
静
化
す
る
中
、
新

た
な
変
異
株
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
や
諸
外
国
に
お
け
る
感
染

拡
大
な
ど
、
第
６
波
も
懸
念
さ
れ
る
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
に
あ
り
、
一
日
で
も
早
く
町
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
収
束
を
願
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
の
二
期
目
が
ス
タ
ー
ト
し
た
昨
年
は
、
長
年

の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
光
高
速
通
信
網
に
つ
い
て
、
令
和

３
年
度
か
ら
町
内
全
域
で
の
光
回
線
に
よ
る
高
速
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
と
な
り
、
情
報
通
信

格
差
の
是
正
は
も
と
よ
り
、
産
業
振
興
、
防
災
対
策
、
定
住
・

移
住
促
進
な
ど
に
よ
り
一
層
、
活
か
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
規
格
道
路
延
伸
に
伴
い
、
西
泊
津
町
有
地
へ

の
移
転
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
、
に
い
か
っ
ぷ
ホ
ロ

シ
リ
乗
馬
ク
ラ
ブ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
移
転
先
で
の
業
務

を
昨
年
３
月
１
日
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
一
帯
は
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
、
新
冠
温
泉
レ
・
コ
ー
ド
の
湯
と
の
相
乗
効
果
が

期
待
で
き
る
魅
力
あ
る
観
光
地
に
な
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
新
冠
温
泉
レ
・
コ
ー
ド
の
湯
は
、
今
ま
で
以
上

に
町
民
の
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
る
施
設
を
目
指
し
、
第
三
セ

ク
タ
ー
株
式
会
社
新
冠
ヒ
ル
ズ
の
解
散
手
続
き
と
並
行
し

て
、
新
た
な
指
定
管
理
者
に
よ
る
新
冠
温
泉
の
管
理
運
営

を
本
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
べ
く
準
備
を
進
め
て

参
り
ま
す
。
こ
の
間
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
大
規
模
な

改
修
工
事
を
本
年
２
月
か
ら
３
月
の
２
カ
月
間
に
わ
た
り

実
施
す
る
こ
と
と
な
り
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
ご
不
便

を
お
掛
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
を
賜

わ
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

一
方
、
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
一
次
産
業
で
す
が
、
基

幹
作
物
の
ピ
ー
マ
ン
に
つ
き
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
景
気
の
減
退
影
響
を
大
き
く
受
け
る
こ
と
も
な
く
、
好

調
を
持
続
し
て
お
り
、
ま
た
、
軽
種
馬
生
産
に
お
き
ま
し

て
は
、
毎
年
、
地
方
競
馬
そ
し
て
中
央
競
馬
の
重
賞
レ
ー

ス
に
お
い
て
町
内
生
産
馬
が
活
躍
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
昨
年
は
特
に
中
央
競
馬
に
お
い
て
㈲
ビ
ッ
グ
レ
ッ
ド

フ
ァ
ー
ム
が
生
産
し
た
「
ユ
ー
バ
ー
レ
ー
ベ
ン
号
」
が
第

82
回
オ
ー
ク
ス
で
優
勝
、
㈱
ノ
ー
ス
ヒ
ル
ズ
が
生
産
し
た

無
敗
の
三
冠
馬
「
コ
ン
ト
レ
イ
ル
号
」
が
引
退
レ
ー
ス
と

な
っ
た
第
41
回
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
で
有
終
の
美
を
飾
る
な

ど
、
明
る
い
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
も
私
が
目
指
す
「
思
い
や
り
と
笑
顔
に
あ
ふ
れ
た
新

冠
」
の
実
現
の
た
め
、「
町
民
の
声
が
生
か
さ
れ
る
町
政
」、「
分

か
り
や
す
く
公
平
・
公
正
な
町
政
」、「
町
民
と
行
政
と
の
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
常
に
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
職
員
一

丸
と
な
っ
て
、
全
力
で
町
政
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き

年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
を
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

謹んで新春のお慶びを申し上げます
新冠町長　鳴 海 修 司
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11
月
24
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
で
、

日
高
広
域
連
携
推
進
協
議
会
主

催
に
よ
る
『
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
セ

ミ
ナ
ー
』
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

北
海
道
事
業
部
の
石
垣
智
之
さ

ん
が
第
１
部
で
「
農
業
Ｉ
ｏ
Ｔ
」、

第
２
部
で
「
有
害
鳥
獣
対
策
へ

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
」
の
テ
ー
マ
で

講
演
し
、
な
ぜ
今
ス
マ
ー
ト
農

業
な
の
か
な
ど
、
先
進
事
例
を

交
え
な
が
ら
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
５
日
、
に
い
か
っ
ぷ
ホ
ロ
シ
リ
乗

馬
ク
ラ
ブ
で
町
商
工
会
青
年
部
主
催
（
浦

河
地
方
法
人
会
新
冠
支
部
協
賛
）
の
職
業

体
験
事
業
『
に
い
か
っ
ぷ
ミ
ラ
イ
ク
エ
ス

ト
』
が
開
か
れ
、
新
冠
中
学
校
２
年
生
44

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
職
業
体
験
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

例
年
行
わ
れ
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

が
中
止
と
な
っ
た
こ
ろ
か
ら
、
同
青
年
部

が
将
来
の
目
指
す
べ
き
業
種
や
地
元
で
働

く
意
欲
へ
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

企
画
さ
れ
ま
し
た
。　

体
験
業
種
は
、
塗

装
、
建
築
、
電
気
工

事
、
美
容
室
な
ど
さ

ま
ざ
ま
で
、
同
ク
ラ

ブ
屋
内
馬
場
の
一

角
に
設
け
ら
れ
た

各
ブ
ー
ス
に
５
名

程
度
の
生
徒
が
参

加
し
、
仕
事
の
内
容

や
楽
し
さ
を
体
験

し
ま
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
セ
ミ
ナ
ー

農
業
・

鳥
獣
対
策
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

商
工
会
青
年
部
職
業
体
験

中
学
生
が

仕
事
の

楽
し
さ

学
ぶ

　

11
月
15
日
か
ら
18
日
及
び
25
日
の
５
日

間
、
鳴
海
町
長
の
重
点
項
目
で
あ
る
「
開
か

れ
た
行
政
」
を
推
進
す
る
た
め
、
各
自
治
会

を
対
象
に
町
政
懇
談
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、「
将
来
を
見
据
え
た
市

街
地
整
備
」、「
ア
イ
ヌ
施
策
の
推
進
」
な

ど
、
鳴
海
町
長
が
２
期
目
の
町
政
運
営
に

当
た
っ
て
の
所
信
を
説
明
し
、
そ
の
後
、
参

加
さ
れ
た
方
々
か
ら
、「
道
の
駅
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
の
進
捗
状
況
」、「
地
域
の
防
災
避
難

対
策
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
意
見
・
要
望

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、11
月
24
日
、町
女
性
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

会
議
、
同
月
29
日
、
町
青
年
団
体
連
絡
会
議

と
の
町
政
懇
談
会
も
開
か
れ
、「
女
性
の
交

流
事
業
促
進
に
対
す

る
支
援
」、「
青
年
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
へ

の
参
画
と
支
援
」
な

ど
、
地
域
が
抱
え
る

課
題
や
町
政
に
対
す

る
要
望
な
ど
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

町
民
の

皆
さ
ん
と

意
見
交
換

今
年
は

社
会
教
育
団
体
と
も

ま ち の

話 題
あ れ こ れ

その１

　

11
月
28
日
、
東
京
競
馬
場
で

行
わ
れ
た
、
第
41
回
ジ
ャ
パ
ン

カ
ッ
プ
で
字
美
宇
㈱
ノ
ー
ス
ヒ

ル
ズ
生
産
の
「
コ
ン
ト
レ
イ
ル

号
」
は
、
中
団
や
や
前
の
好
位

置
に
付
け
、
最
後
の
直
線
で
強

豪
馬
を
豪
快
に
差
し
き
り
、
見

事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

引
退
レ
ー
ス
と
な
っ
た
ジ
ャ

パ
ン
カ
ッ
プ
で
有
終
の
美
を
飾

り
、
同
牧
場
に
は
多
く
の
職
員

や
関
係
者
が
駆
け
付
け
、
喜
び

を
分
か
ち
合
っ
て
い
ま
し
た
。

コ
ン
ト
レ
イ
ル　

感
動
を
あ
り
が
と
う

引
退
レ
ー
ス
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
制
覇

　

11
月
27
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館

で
『
Ｂ
ａ
ｎ
ｄ　

Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ

ｖ
ａ
ｌ　

２
０
２
１
』
が
開
か

れ
、
83
名
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
第
１
部
で
Ｇ
ｌ

ｏ
ｗ　

Ｏ
ｆ　

Ｄ
ｉ
ａ
ｍ
ｏ
ｎ

ｄ
ｓ
（
町
内
中
高
生
バ
ン
ド
）、

第
２
部
で
Ｒ
Ｊ
Ｂ
＆
新
冠
軽
音

楽
愛
好
会
ブ
ル
ー
ホ
ー
ス
の
ラ

イ
ブ
が
行
わ
れ
、
懐
メ
ロ
や
流

行
歌
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン

ル
の
曲
が
披
露
さ
れ
、
観
客
を

魅
了
し
ま
し
た
。

レ
・
コ
ー
ド
館
で
バ
ン
ド
フ
ェ
ス

美
し
い

音
楽
と

迫
力
あ
る

歌
声
で

観
客
を

魅
了

　

11
月
１
日
、
新
冠
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
は
結
成
50
周
年
を
記

念
し
、
消
防
組
合
新
冠
支
署
に

消
防
連
絡
車
両
１
台
、
新
冠

中
学
校
吹
奏
楽
部
に
バ
リ
ト
ン

サ
ッ
ク
ス
・
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム

各
１
台
、
町
青
年
団
体
連
絡
会

議
に
大
型
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

１
基
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
長
浜
秋
一
結
成

50
周
年
記
念
式
典
委
員
長
ら
が

役
場
を
訪
れ
、
鳴
海
町
長
に
目

録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
結
成
50
周
年

車
両
、
楽
器
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
寄
贈

　

11
月
20
日
、
町
民
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
『
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ア
カ

デ
ミ
ー
』
が
開
か
れ
、
新
冠
野

球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
新
冠
中

学
校
野
球
部
の
31
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
元
プ
ロ
野
球
選

手
の
牧
谷
宇
佐
美
コ
ー
チ
と
村

田
和
哉
コ
ー
チ
か
ら
上
達
に
必

要
な
野
球
の
基
礎
を
学
び
、
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
し
た
。

日
ハ
ム
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ア
カ
デ
ミ
ー

憧
れ
の
元

プ
ロ
野
球
選
手
の

技
術
学
ぶ

　

11
月
19
日
、
役
場
会
議
室
で

新
ひ
だ
か
町
三
石
の
幌
村
建

設
㈱
（
幌
村
司
社
長
）
は
、
地

域
貢
献
の
一
環
と
し
て
町
に
防

災
対
策
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と

ポ
ー
タ
ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
、
手
回

し
ラ
ジ
オ
各
10
台
を
寄
贈
し
ま

し
た
。

　

幌
村
社
長
は
、「
電
源
が
無

く
て
も
使
用
で
き
る
の
で
、
非

常
時
や
災
害
時
に
活
用
し
て
ほ

し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

防
災
対
策
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と

幌
村
建
設
が

ス
ト
ー
ブ
と

ラ
ジ
オ
寄
贈

　

11
月
30
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館

で
日
本
ハ
ム
応
援
大
使
と
の
交

流
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
町
応
援
大
使
の

谷
口
雄
也
選
手
、
清
宮
幸
太
郎

選
手
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
流

し
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
の

質
問
に
丁
寧
に
答
え
、
野
球
が

上
達
す
る
た
め
の
コ
ツ
な
ど
を

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
グ
ッ
ズ
抽
選
会
が

行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
景
品
が

参
加
者
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
ハ
ム
フ
ァ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

谷
口
・
清
宮
選
手
と

オ
ン
ラ
イ
ン
で

交
流

　

12
月
２
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館

で
『
ひ
と
り
暮
ら
し
ふ
れ
あ
い

年
越
会
』
が
開
か
れ
、
65
名
が

来
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、こ
ど
も
園
ド
・
レ
・

ミ
の
年
長
組
園
児
31
名
が
よ
さ

こ
い
な
ど
の
踊
り
を
元
気
い
っ

ぱ
い
に
披
露
し
た
ほ
か
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
あ
ゆ
み
」

が
地
域
に
ま
つ
わ
る
○
×
ク
イ

ズ
を
出
題
す
る
な
ど
、
会
場
は

盛
り
上
が
り
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
し
ま
し
た
。

75
歳
以
上
の
お
年
寄
り
の
た
め
に

ひ
と
り
暮
ら
し
ふ
れ
あ
い
年
越
会
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自
治
功
労
賞

大
槻　

和
雄
さ
ん
（
字
太
陽
）

　

永
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
自
治
の
振
興

発
展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

生
活
文
化
功
労
賞

宮
野　

一
子
さ
ん
（
字
本
町
）

　

永
年
に
わ
た
り
新
冠
民
族
文
化
保
存
会
及
び

新
冠
ア
イ
ヌ
協
会
役
員
と
し
て
民
族
文
化
の
振

興
発
展
と
会
員
の
生
活
・
福
祉
の
向
上
に
多
大

の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

故
藤
原　

則
行
さ
ん
（
字
泉
）

　

永
年
に
わ
た
り
新
冠
ア
イ
ヌ
協
会
役
員
と
し

て
民
族
文
化
の
振
興
発
展
と
会
員
の
生
活
・
福

祉
の
向
上
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

故
酒
井　

政
利
さ
ん
（
東
京
都
）

　

永
年
に
わ
た
り
新
冠
町
レ
・
コ
ー
ド
館
名
誉

館
長
と
し
て
レ
コ
ー
ド
文
化
の
振
興
発
展
と
音

楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
多
大
の
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

佐
藤　

秀
斗
さ
ん
（
字
西
泊
津
）

　

第
10
回
日
本
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
東
日
本
選
抜
野

球
大
会
に
お
い
て
優
勝
さ
れ
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

発
展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

矢
野　

朝
輝
さ
ん
（
字
西
泊
津
）

　

第
10
回
日
本
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
東
日
本
選
抜
野

球
大
会
に
お
い
て
優
勝
さ
れ
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

発
展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

樋
渡　

咲
之
介
さ
ん
（
字
西
泊
津
）

　

第
10
回
日
本
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
東
日
本
選
抜
野

球
大
会
に
お
い
て
優
勝
さ
れ
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

発
展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

令和３年度

新冠町功労賞贈呈式

　

12
月
４
日
、
町
青
年
団
体
連
絡
会
議
主

催
に
よ
る
『
リ
モ
ー
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
１
』
が
レ
・
コ
ー
ド

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
新
冠
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か

ら
寄
贈
さ
れ
た
高
さ
５
メ
ー
ト
ル
の
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
贈
呈
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ

れ
、
ツ
リ
ー
に
は
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

た
く
さ
ん
の
方
が
作
製
し
た
４
２
４
個
の

コ
ッ
ト
ン
ボ
ー
ル
が
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
に
よ
り
ツ
リ
ー

の
点
灯
と
同
館
駐
車
場
前
に
設
置
さ
れ
た
光

の
ト
ン
ネ
ル
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
美
し

く
灯
り
、
幻
想
的

な
光
の
演
出
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
コ
ッ
ト

ン
ボ
ー
ル
を
作
製

し
た
子
ど
も
た
ち

を
対
象
に
豪
華
景

品
が
当
た
る
お
楽

し
み
抽
選
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
タ

今
年
も
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
配
信

その2

　

12
月
３
日
、
役
場
会
議
室
で

『
令
和
３
年
度
全
国
民
生
委
員
児

童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰
伝
達

式
』
が
行
わ
れ
、
当
町
か
ら
４

名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
10
年
以
上
民
生
委

員
・
児
童
委
員
と
し
て
地
域
の
福

祉
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
德
橋
か

お
る
さ
ん
、
曽
我
澄
子
さ
ん
、
中

地
秀
夫
さ
ん
、
前
山
光
暁
さ
ん
に

対
し
、
山
本
副
町
長
か
ら
表
彰
状

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
民
生･

児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰

地
域
の
福
祉
向
上
に
尽
力

　

12
月
７
日
、
新
冠
中
学
校
で
、

『
第
40
回
全
国
中
学
校
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
札
幌
地
方
大
会
』

で
、
札
幌
法
務
局
日
高
支
局
長

賞
を
受
賞
し
た
小
室
菜
月
さ
ん

（
２
年
）、
日
高
地
区
大
会
奨
励

賞
を
受
賞
し
た
上
田
愛
結
さ
ん

（
３
年
）
の
２
名
に
対
し
、
札
幌

法
務
局
日
高
支
局
長
よ
り
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
基
本
的

人
権
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
学
生
人
権
作
文
で
表
彰

人
権
尊
重
の
大
切
さ
を
作
文
で
表
現

　

今
年
で
52
回
目
を
迎
え
る
新

冠
町
功
労
賞
の
贈
呈
式
が
、
11

月
３
日
文
化
の
日
に
レ
・
コ
ー

ド
館
町
民
ホ
ー
ル
を
会
場
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
受
賞
さ
れ
た
の
は
、
自

治
の
振
興
発
展
に
多
大
の
貢
献

を
さ
れ
た
方
、
民
族
文
化
の
振

興
発
展
と
会
員
の
生
活
・
福
祉

の
向
上
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ

た
方
々
、
レ
コ
ー
ド
文
化
の
振

興
発
展
と
音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
多
大
の
貢
献
を

さ
れ
た
方
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

発
展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
た

方
々
で
す
。

　

贈
呈
式
で
は
、
鳴
海
町
長
の

式
辞
の
後
、
受
賞
者
一
人
ひ
と

り
に
町
長
か
ら
功
労
章
と
表
彰

盾
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
冠
町
議
会
議
長

荒
木
正
光
さ
ん
か
ら
祝
辞
、
町

内
の
青
年
を
代
表
し
て
新
冠
町

青
年
団
体
連
絡
会
議
議
長
奥
山

祐
哉
さ
ん
か
ら
お
祝
い
の
言
葉

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
受
賞
者
を
代
表
し
て

宮
野
一
子
さ
ん
か
ら
謝
辞
が
あ

り
、
閉
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

　

12
月
４
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館

で
読
み
聞
か
せ
の
会
び
っ
く
り

箱
主
催
に
よ
る
『
冬
の
お
楽
し

み
会
』
が
開
か
れ
、
親
子
連
れ

の
84
名
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
び
っ
く
り
箱
メ

ン
バ
ー
７
名
に
よ
る
ス
ク
リ
ー

ン
絵
本
や
暗
闇
で
光
る
ブ
ラ
ッ

ク
大
型
手
作
り
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
な
ど
が
行
わ
れ
、
数
々
の

工
夫
を
凝
ら
し
た
演
出
に
、
参

加
者
は
絵
本
の
世
界
を
満
喫
し

ま
し
た
。

び
っ
く
り
箱
の
冬
の
お
楽
し
み
会

楽
し
い
出
し
物
が
い
っ
ぱ
い

　

12
月
３
日
、
役
場
会
議
室
で

『
令
和
３
年
度
北
海
道
日
高
振

興
局
長
表
彰
伝
達
式
』
が
行
わ

れ
、
当
町
か
ら
４
名
の
方
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
12
年
以
上
民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
地
域

の
福
祉
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
斉

藤
隆
子
さ
ん
、
的
場
天
道
さ
ん
、

佐
藤
剛
さ
ん
、
瀧
澤
久
美
子
さ

ん
に
対
し
、
山
本
副
町
長
か
ら

表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

日
高
振
興
局
長
表
彰
（
社
会
福
祉
関
係
）

社
会
福
祉
事
業
功
労
者
表
彰
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１
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
等

〇
対
策
本
部
会
議
の
開
催
状
況

　

昨
年
２
月
26
日
に
「
新
冠
町
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
を
設
置

し
て
以
来
、
出
席
職
員
数
を
調
整
し
た
う

え
で
、
連
日
、
定
例
の
本
部
会
議
を
開
催

し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

〇
感
染
状
況
等

　

11
月
19
日
、
南
ア
フ
リ
カ
で
新
た
な
変

異
株
・
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
発
見
さ
れ
、
世

界
の
50
を
超
え
る
国
で
感
染
拡
大
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、
11
月
30
日
に
は
日
本
国
内

で
も
初
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、

今
後
の
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

日
高
管
内
に
お
い
て
は
、
10
月
12
日
に

１
名
の
感
染
が
確
認
さ
れ
て
以
降
、
新
規

感
染
者
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
当
町
に
お

い
て
は
緊
急
事
態
宣
言
期
間
中
、
休
館
・

休
業
し
て
い
ま
し
た
各
種
公
共
施
設
に
つ

い
て
、
９
月
30
日
の
緊
急
事
態
宣
言
解
除

を
受
け
、
一
部
の
施
設
利
用
に
お
け
る
制

限
措
置
を
除
き
、
10
月
１
日
か
ら
通
常
ど

お
り
開
館
・
再
開
し
て
い
ま
す
。

〇
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

10
月
末
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
象

と
な
る
12
歳
以
上
の
接
種
状
況
は
、
対

象
者
が
４
８
３
０
名
に
対
し
、
接
種
者

４
２
２
０
名
で
接
種
率
は
８
７
・
４
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、

国
は
２
回
目
接
種
完
了
か
ら
原
則
８
カ
月

経
過
後
に
３
回
目
接
種
が
可
能
と
な
る
よ

う
体
制
整
備
を
市
町
村
へ
求
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
当
町
で
も
12
月
１
日
よ
り
保
健

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
接
種
開
始
で
き
る
環

境
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
町
の
接
種
予
定
に
関
し
て
で

す
が
、
12
月
か
ら
１
月
は
、
８
カ
月
を
経

過
す
る
医
療
従
事
者
と
高
齢
者
施
設
等
従

事
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
２
月
以
降
に

８
カ
月
経
過
順
に
高
齢
者
か
ら
順
次
年
齢

を
引
き
下
げ
て
接
種
し
て
い
く
予
定
と
し

て
い
ま
す
。

２
　
日
高
地
域
公
共
交
通
確
保
対
策
協
議
会

の
取
組
状
況

　

バ
ス
運
行
の
現
状
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

も
あ
り
、
４
月
の
運
行
開
始
か
ら
利
用
者
数

は
低
調
な
状
況
が
続
い
て
い
る
た
め
、
今
後

に
お
け
る
バ
ス
利
用
の
促
進
対
策
に
つ
い

て
、
協
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
利
用
者
増

加
に
向
け
た
協
議
で
は
、
対
策
と
し
て
「
バ

ス
利
用
Ｐ
Ｒ
の
強
化
」、
そ
し
て
「
特
急
と

ま
も
号
」
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
に
「
車

内
ト
イ
レ
設
置
の
推
進
」
と
「
車
椅
子
リ
フ

ト
の
設
置
推
進
」
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
廃
止
後
の
鉄
路
に
関
わ
る
協
議

で
は
、
踏
切
道
の
整
備
に
つ
い
て
繰
り
返

し
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
舗
装
工
の

在
り
方
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
各
町
は

同
意
に
至
ら
ず
、
ま
た
７
町
間
に
お
い
て

も
見
解
が
異
な
る
た
め
、
今
後
は
各
町
と

Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
の
個
別
協
議
に
よ
り
議
論

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ダ
イ
ヤ
改
正
の
協
議
で
は
、
バ
ス
転
換

後
、
土
日
祝
日
に
お
け
る
通
学
通
勤
便
が

な
く
な
り
、
当
町
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
及
び
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
代
行
に
よ
っ
て

利
用
者
の
足
の
確
保
を
図
っ
て
き
ま
し
た

が
、
当
町
の
要
望
に
応
え
る
形
で
、
ダ
イ

ヤ
改
正
が
行
わ
れ
、
同
便
の
運
行
が
新
た

に
設
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

３
　
感
染
症
対
策
協
力
金
追
加
支
援
の

実
施
結
果

　

国
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
に
伴
う
人
流
抑
制
の
観
点
か
ら

飲
食
業
を
営
む
事
業
者
に
対
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
営
業
規
制
の
協
力
を
求
め
て
い
る
こ

と
を
鑑
み
、
飲
食
事
業
者
を
対
象
に
事
業

者
支
援
の
政
策
を
決
定
し
、
地
方
公
共
団

体
に
対
す
る
支
援
事
業
対
策
費
と
し
て
、

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
追
加
支
援
を
行
い

ま
し
た
。
当
該
追
加
支
援
に
係
る
当
町
へ

の
交
付
金
額
は
８
５
０
万
円
で
し
た
。

　

本
事
業
は
、
町
内
の
事
業
者
及
び
町
民

が
経
営
す
る
飲
食
店
、
宿
泊
業
、
そ
し
て

美
術
館
な
ど
を
対
象
と
し
、
ま
た
、
支
援

金
額
を
従
業
員
数
に
応
じ
て
定
め
、
支
援

し
ま
し
た
。
支
援
の
実
績
は
申
請
件
数
34

件
、
支
援
総
額
は
９
１
５
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

４
　
町
政
懇
談
会
の
実
施
結
果

　

各
自
治
会
を
対
象
と
し
た
町
政
懇
談
会

は
、
11
月
15
日
か
ら
18
日
及
び
25
日
の
５

日
間
、
11
会
場
、
34
自
治
会
の
方
々
か

ら
町
政
に
係
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
項
に
つ
い

て
、
意
見
な
ど
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご

意
見
な
ど
に
対
し
て
は
、
現
状
を
説
明
す

る
こ
と
に
よ
り
ご
理
解
い
た
だ
い
た
事
項

も
あ
れ
ば
、
即
座
に
、
あ
る
い
は
次
年
度

以
降
に
お
い
て
対
応
す
る
べ
き
事
項
も
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
が
対
応
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
懇
談
会
で
は
、
女
性
と
若
い

世
代
の
声
を
聴
き
取
る
た
め
に
女
性
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
議
及
び
青
年
団
体
連
絡
会

議
と
の
町
政
懇
談
会
も
実
施
し
ま
し
た
。

11
月
24
日
、
６
名
の
会
員
の
参
加
に
よ
っ

て
行
わ
れ
た
女
性
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
議
と

の
町
政
懇
談
会
で
は
、
女
性
の
交
流
事
業

促
進
の
た
め
の
情
報
発
信
に
対
す
る
支
援

町
長
行
政
報
告

を
求
め
る
声
な
ど
女
性
の
視
点
に
立
っ
た

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
11

月
29
日
、
11
名
の
参
加
者
に
よ
っ
て
行
わ

れ
た
町
青
年
団
体
連
絡
会
議
と
の
懇
談
会

で
は
、
当
町
の
若
者
が
ま
ち
づ
く
り
へ
の

参
画
と
支
援
に
つ
い
て
協
力
を
惜
し
ま
な

い
と
い
う
強
い
意
志
、
そ
し
て
町
の
未
来

を
共
に
築
く
と
い
う
気
概
を
強
く
感
じ
た

懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

５
　
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
応
援

大
使
事
業
の
実
施
結
果

　

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
毎

年
18
市
町
村
に
複
数
の
選
手
を
応
援
大
使

と
し
て
任
命
し
、
市
町
村
を
応
援
す
る
北

海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
応
援
大
使

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

11
月
20
日
、
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

か
ら
２
名
の
球
団
職
員
の
派
遣
を
受
け
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
野
球
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
小
学
生
22
名
、
中
学

生
９
名
の
参
加
が
あ
り
、
参
加
し
た
児
童

生
徒
は
、
普
段
と
は
異
な
る
練
習
と
技
術

指
導
に
汗
を
流
し
な
が
ら
野
球
教
室
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

11
月
30
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
シ
ア
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

フ
ァ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
29
名
の

参
加
者
が
あ
り
、
応
援
大
使
で
あ
る
清
宮

幸
太
郎
選
手
、
谷
口
雄
也
選
手
と
オ
ン
ラ

イ
ン
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
交
流
の
中
で

は
、
両
選
手
へ
の
質
問
と
激
励
が
行
わ
れ

る
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
あ
り
ま
し
た

が
プ
ロ
野
球
選
手
と
の
交
流
は
、
貴
重
な

体
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ

ン
交
流
の
後
は
、
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
グ
ッ
ズ

の
抽
選
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

６
　
第
三
セ
ク
タ
ー
株
式
会
社
新
冠

ヒ
ル
ズ
の
解
散
に
係
る
取
組
経
過
等

　

10
月
７
日
、
町
は
株
式
会
社
新
冠
ヒ
ル

ズ
か
ら
「
新
冠
温
泉
レ
・
コ
ー
ド
の
湯
の

管
理
に
関
す
る
仕
様
19
の
規
定
及
び
協
定

第
38
条
に
基
づ
く
指
定
管
理
の
取
り
消
し

に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て
」
通
知
を
受
け

ま
し
た
。
当
該
通
知
は
、
事
業
継
続
が
困

難
と
な
っ
た
時
、
町
と
指
定
管
理
者
は
、

事
業
継
続
の
可
否
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ

と
を
定
め
て
い
る
ほ
か
、
相
手
方
に
対
し

て
指
定
取
り
消
し
の
協
議
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

株
式
会
社
新
冠
ヒ
ル
ズ
の
申
し
出
は
、

筆
頭
株
主
で
あ
る
新
冠
町
が
示
し
た
方
向

性
を
受
け
、
社
内
決
定
機
関
の
協
議
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
会
社
の
確
固
た
る
決
断

と
判
断
で
き
た
た
め
、
町
と
し
て
も
会
社

の
意
思
を
尊
重
さ
せ
、
こ
れ
ら
一
連
の
こ

と
を
10
月
８
日
開
催
の
議
会
全
員
協
議
会

に
お
い
て
説
明
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
町
は
、
株
式
会
社
新
冠
ヒ

ル
ズ
に
代
わ
る
新
た
な
指
定
管
理
者
を
決

定
す
る
た
め
、
10
月
８
日
か
ら
11
月
19
日

ま
で
の
間
、
公
募
を
行
っ
た
と
こ
ろ
４
社

か
ら
の
応
募
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
早
速
、

「
新
冠
町
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
手
続
等
に
関
す
る
条
例
」
第
４
条

に
基
づ
き
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
を
設

置
し
、
指
定
管
理
者
の
候
補
の
選
定
を
諮

問
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
を
受
け
12
月
２
日
、
３
日
の
両
日
、

新
冠
温
泉
レ
・
コ
ー
ド
の
湯
等
指
定
管
理

者
選
定
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
選
定
審
査

を
行
っ
た
結
果
、
富
良
野
市
に
拠
点
を
置

く
北
海
道
ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ト
株
式
会
社

を
選
定
し
た
旨
、
12
月
６
日
付
け
で
選
定

委
員
会
委
員
長
か
ら
答
申
を
受
け
た
と
こ

ろ
で
す
。

７
　
令
和
３
年
度
子
育
て
世
帯
等
臨
時

特
別
支
援
事
業

　

11
月
19
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
、「
コ

ロ
ナ
克
服
・
新
時
代
開
拓
の
た
め
の
経
済

対
策
」
と
し
て
、
子
育
て
世
帯
等
臨
時
特

別
支
援
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
適
切
な
配
慮

を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
子
ど
も
一
人
当

た
り
５
万
円
の
現
金
支
給
を
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

※
行
政
報
告
後
、
本
定
例
会
２
日
目
の
追
加

議
案
に
お
い
て
、
子
ど
も
一
人
当
た
り
５
万

円
か
ら
10
万
円
に
す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ

ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
12
月
24
日
発
行
の
町

政
事
務
委
託
文
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

８
　
福
祉
灯
油
支
給
事
業
の
実
施

　

福
祉
灯
油
支
給
事
業
は
、
灯
油
価
格
の

高
騰
に
よ
り
生
活
に
大
き
な
影
響
を
受
け

る
世
帯
に
対
す
る
特
別
な
対
策
と
し
て
、

１
万
円
分
の
「
あ
っ
た
か
灯
油
券
」
を
支

給
す
る
事
業
で
、
支
給
対
象
者
の
基
本
要

件
は
、
12
月
１
日
現
在
で
町
内
居
住
の
方

で
、
生
活
保
護
世
帯
を
除
く
、
本
年
度
の

町
民
税
非
課
税
世
帯
で
す
。

　

基
本
要
件
を
満
た
し
た
方
の
中
で
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
・
障
害
者
手
帳
所

持
者
が
い
る
世
帯
及
び
、
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い

る
世
帯
、
並
び
に
、
そ
の
他
65
歳
以
上
の

方
と
18
歳
以
下
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

９
　
11
月
９
日
～
10
日
に
わ
た
る
豪
雨

被
害
の
状
況

　

発
達
し
た
低
気
圧
の
通
過
に
よ
り
大
気

の
状
態
が
不
安
定
と
な
り
、
日
高
地
方
は

11
月
９
日
か
ら
10
日
に
か
け
季
節
外
れ
の

大
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
町
に
お
い
て
も
、
９
日
か
ら
10
日
に

わ
た
っ
て
、
24
時
間
雨
量
は
、
新
冠
市
街

地
で
１
２
４
ミ
リ
、
笹
山
で
96
ミ
リ
、
そ

の
他
の
町
内
の
観
測
地
点
で
も
１
０
０
ミ

リ
以
上
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

　

被
害
の
状
況
で
す
が
、
雨
量
に
比
べ
ま

し
て
、
比
較
的
小
規
模
で
あ
り
ま
し
た
が
、

町
道
法
面
の
土
砂
崩
れ
や
道
路
側
溝
の
土

砂
埋
塞
、
河
川
な
ど
に
お
い
て
も
土
砂
埋

塞
及
び
越
水
な
ど
が
発
生
し
、
緊
急
を
要

す
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
既
定
予
算
内
で

対
応
に
当
り
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
被
害

箇
所
に
つ
い
て
は
、
復
旧
予
算
で
の
早
期

対
応
が
必
要
と
判
断
し
た
こ
と
か
ら
、
第

４
回
臨
時
会
で
予
算
を
議
決
い
た
だ
き
、

復
旧
に
着
手
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

第４回定例会

女性コミュニティ会議との

町政懇談会の様子

議　会
-第４回定例会 -

　12月 14日に招集された第４回定例町議会

は、17日、全日程を終えて閉会しました。

　定例会では、町長、教育長の行政報告の

ほか、補正予算などが審議されました。町

長と教育長の行政報告(概要）についてお知

らせします。

第４回定例会

選定委員会委員長から

答申を受ける町長
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10
　
町
有
牧
野
に
お
け
る
ヨ
ー
ネ
病

発
生
状
況

　

町
有
牧
野
の
ヨ
ー
ネ
病
に
つ
い
て
は
、

７
月
に
採
取
し
た
糞
便
培
養
検
査
の
結
果
、

町
有
牛
２
頭
が
ヨ
ー
ネ
病
を
発
症
し
て
い

る
旨
、
北
海
道
日
高
家
畜
保
健
衛
生
所
よ

り
10
月
26
日
付
け
で
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

　

決
定
通
知
と
併
せ
て
殺
処
分
命
令
、
消

毒
指
示
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
同
日
２
頭

に
つ
い
て
殺
処
分
を
行
い
、
飼
養
し
て
い

た
第
２
牛
舎
に
つ
い
て
牛
舎
清
掃
及
び
石

灰
塗
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
有
牧
野
に
お
け
る
ヨ
ー
ネ
病
の
発
生

に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
10
月
に
１
頭
の

患
畜
が
確
認
さ
れ
て
以
来
、
患
畜
牛
と
し

て
殺
処
分
し
た
町
有
牛
は
合
わ
せ
て
10
頭

と
な
り
ま
す
。

　

発
生
か
ら
約
２
年
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
そ
の
間
、
清
浄
化
に
向
け
た
対
応
と

し
て
、
民
間
機
関
を
利
用
し
た
自
主
検
査

を
実
施
す
る
と
と
も
に
計
画
的
な
石
灰
塗

布
を
行
い
、
ま
た
、
預
託
牛
へ
の
感
染
対

策
と
し
て
預
託
牛
と
町
有
牛
を
完
全
に
分

け
、
長
靴
の
履
き
替
え
、
専
用
の
車
に
よ

る
巡
回
を
行
う
な
ど
、
対
策
を
講
じ
て
い

ま
す
。

１
　
新
冠
町
小
学
校
統
合
計
画
説
明
会

の
開
催
結
果

　

町
立
学
校
及
び
認
定
こ
ど
も
園
の
保
護

者
や
地
域
の
皆
さ
ま
に
、
小
学
校
の
統
合

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
意
見
交
換
を
行
う

こ
と
を
目
的
に
、
９
月
17
日
か
ら
10
月
12

日
ま
で
の
期
間
に
新
冠
町
小
学
校
統
合
計

画
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
説
明
会
で
は
、
保
護
者
か
ら
児
童

対
応
へ
の
ご
心
配
や
地
域
か
ら
跡
地
利
用

な
ど
の
要
望
、
統
合
に
反
対
の
意
見
も
ご

ざ
い
ま
し
た
が
概
ね
理
解
を
い
た
だ
け
た

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
11
月
10
日
に
総
合

教
育
会
議
を
開
催
し
、
説
明
会
で
の
ご
意

見
な
ど
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
令
和
６
年

４
月
１
日
の
統
合
に
向
け
て
諸
準
備
を
進

め
る
こ
と
を
町
長
と
共
有
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
11
月
22
日
に
校
長
会
議
を
開
催
し
、

各
学
校
と
の
連
携
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
11
月
25
日
に
は
、
町
関
係
各
課
と
組

織
す
る
統
合
準
備
室
を
立
ち
上
げ
統
合
準

備
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

２
　
酒
井
政
利
レ
・
コ
ー
ド
館
名
誉

館
長
の
退
任

　

本
年
、
７
月
19
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
名

誉
館
長
で
あ
り
ま
す
酒
井
政
利
氏
の
訃
報

が
入
り
、
す
ぐ
に
酒
井
氏
の
事
務
所
に
連

絡
を
取
り
状
況
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
本

年
５
月
か
ら
体
調
を
崩
さ
れ
検
査
入
院
を

さ
れ
い
ま
し
た
が
、
16
日
に
病
状
が
急
変

し
、
ご
逝
去
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

酒
井
氏
に
は
、
レ
・
コ
ー
ド
館
の
開
館

か
ら
約
２
年
後
の
平
成
11
年
１
月
に
「
レ
・

コ
ー
ド
館
名
誉
館
長
」
と
し
て
ご
就
任
い

た
だ
き
、
国
内
初
の
レ
コ
ー
ド
博
物
館
と

し
て
誕
生
し
た
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
音
楽

に
造
詣
の
浅
い
レ
・
コ
ー
ド
館
に
対
し
、

館
運
営
の
方
向
性
や
、
音
楽
に
対
す
る
想

い
な
ど
、
多
く
の
も
の
を
伝
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

酒
井
氏
は
、
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と

し
て
数
々
の
名
曲
誕
生
に
携
わ
り
、
レ

コ
ー
ド
大
賞
を
始
め
と
し
た
名
だ
た
る
賞

を
数
多
く
受
賞
、
音
楽
文
化
へ
の
貢
献
が

認
め
ら
れ
、
文
化
庁
長
官
表
彰
の
受
賞
や

文
化
功
労
者
も
顕
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

レ
・
コ
ー
ド
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
内
に
展

示
し
て
い
ま
す
レ
コ
ー
ド
大
賞
受
賞
の
ブ

ロ
ン
ズ
像
や
受
賞
盾
な
ど
の
貴
重
な
品
々

は
、
引
き
続
き
当
面
の
間
、
展
示
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
関
係
者
の
了
解
を
得

ま
し
て
、
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

第４回定例会

教
育
長
行
政
報
告

小学校統合計画説明会の様子

せ

コ

ナ

ー

ー

知

お

ら

　

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学

校
や
外
国
の
高
校
、
大
学
等
に
入
学
・

在
学
す
る
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
ご

家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制

度
で
す
。

○
ご
融
資
額　

お
子
さ
ま
１
人
に
つ

き
３
５
０
万
円
以
内

○
金
利　

年
１
．
６
５
％

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
年
１
．
２
５
％

（
令
和
３
年
11
月
１
日
現
在
）

○
ご
返
済
期
間　

15
年
以
内

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
18
年
以
内

○
Ｈ
Ｐ　

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
検
索

●
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
３
・
５
３
２
１
・
８
６
５
６

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。
相
談
を
希
望

さ
れ
る
方
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

セ
ン
タ
ー
開
設
日

12
月-

27
日
（
月
）

１
月-

５
日
（
水
）・
12
日
（
水
）

　
　
　

17
日
（
月
）・
19
日
（
水
）

　
　
　

24
日
（
月
）・
26
日
（
水
）

　
　
　

31
日
（
月
）

２
月-

２
日
（
水
）・
７
日
（
月
）

　
　
　

９
日
（
水
）・
14
日
（
月
）

・
相
談
時
間　

13
時
～
15
時

・
予
約
受
付　

10
時
～
16
時
（
平
日
）

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
８
３
７
３

日
高
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

すべての相談の
相談料が

無料で
す

O A・文具
リバティーはしもと

あなたの町のカー&ライフサポーター！！

TEL. (47)-2820

株式会社　伊藤商会

ココロも満タンに

新冠SS (47)-3830新和SS (47)-5011

　

一緒に働こう！

ＰＲキャラクター
モコちゃん

お問い合わせは
札幌地方協力本部
静内分駐所
０１４６－４４－２５８８

国
の

教
育
ロ
ー
ン
の
ご

案
内

昔の新冠の映像をＤＶＤにしました
　このたび、レ・コード館図書プラザで保管して

いるビデオテープの一部をＤＶＤに変換しました。

　令和４年１月６日から貸し出しを始めますの

で、ぜひご利用ください。

　詳しくは下記までお問い合わせください。

●問い合わせ先　図書プラザ　☎ 0146・45・7777

 農 産 部 門

作 物 名 区　　分 単位 令和２年度 令和３年度 前年対比

水    稲
収　　量 kg 569,130 641,420 72,290

販売金額 千円 131,277 124,066 △ 7,211

ピーマン
収　　量 kg 2,154,874 2,380,450 225,576

販売金額 千円 1,116,281 982,179 △ 134,102

その他そ菜計 販売金額 千円 73,569 60,211 △ 13,358

 畜 産 部 門

品 種 別 区　　分 単位 令和２年度 令和３年度 前年対比

サラブレッド

（北海道市場実績）

売却頭数 頭 315 349 34

売 却 額 千円 1,950,630 2,425,830 475,200

酪農関係
乳　　量 ｔ 10,113 10,116 3

乳　　代 千円 984,839 961,423 △ 23,416

肉用牛関係
（黒毛和牛・交雑種）

売却頭数 頭 985 1,019 34

売 却 額 千円 699,649 834,201 134,552

 水 産 部 門

魚　種 区　　分 単位 令和２年度 令和３年度 前年対比

秋さけ
数　　量 kg 191,937 69,447 △ 122,490

金　　額 千円 163,510          63,792 △ 99,718

た　こ
数　　量 kg 85,565 96,621 11,056

金　　額 千円 38,451 66,754 28,303

その他
数　　量 kg 116,651 351,551 234,900

金　　額 千円 32,678 38,207 5,529

１１　令和３年度第一次産業の概況（令和３年11月末現在）
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　次の町道につきましては、冬期間の通行に支障が考えら

れることから、通行止めとしていますので、ご迷惑をおか

けしますが、ご協力をお願いします。

○通行止めの路線

　①岩清水アブカシャンペ線（泉、大森宅～アブカシャンペ橋の間）

　②大富東泊津線（大富、宮下宅～東泊津、赤坂宅の間）

　③大狩部町田金井線（大狩部、渋谷宅～節婦町、川島宅の間）

　④里平新和線１号支線

　⑤共栄３号線（故桑沢宅から河原宅の間）

○通行止めの期間

　降雪時から春先の通行安全を確認した日まで

○その他

　農地での作業や狩猟などでバリケードを開けて通行した

場合には、必ず元の状態に戻してください。

●問い合わせ先： 建設水道課管理グループ　☎ 0146・47・2518

役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information －

町道の冬期間通行止めのお知らせ

ご寄附ありがとうございました。（敬称略）
●老人ホーム「恵寿荘」に役立ててと
☆藤澤　正広 （50,000円）
☆中村　克夫 （古布２箱）
☆木村　千鶴子 （カット布２箱・食用菊２袋）
☆佐藤　順子 （古布２袋）
☆向井　美幸 （オムツ２袋）
☆谷口　君代 （古布３箱）
☆匿　名 （かぼちゃ 60 ㎏）
☆匿　名 （タオル１袋）
☆ルナ美容室 （タオル 100 枚）
☆フラワーつつみ （古布３袋）
☆ボランティアグループあゆみ （カット布６袋・１ケース）
☆ボランティアグループちょぼら （カット布５袋）

新冠町社会福祉協議会へ
●香典返しに代えて
☆池田　博政 （30,000円）
☆堤　とも子 （100,000円）
☆壁岸　勇作 （20,000円）
☆藤澤　正広 （50,000円）
☆小松　恭子 （50,000円）

●福祉事業に役立ててと
☆柳谷　正 （古布１箱）
☆大雅くん･愛友ちゃん （古切手各500枚）
☆渕瀬　久子 （古布１袋）
☆壁岸　勇作 （古切手１袋）
☆匿　名 （古布６袋）
☆ウエガキ（店頭募金箱） （7,671円）
☆北海道信連（店頭募金箱） （851円）

その1

健康カレンダー
（お問い合わせ先：保健福祉課　☎ 0146・47・2113）

月　日 時　間 事業名 場　所

１
月

12日（水） 10：00～12：00 からだリセット講座 東町生活館

17日（月） 13：00～16：30 フッ素塗布 レ・コード館

23日（日） 13：00～15：30 母親学級キレイ☆ママパパる～む レ・コード館

25日（火）
受付10：00～ 4・7・12 ヶ月児健康診査

レ・コード館
受付 13：00～ 1歳6ヶ月・3歳児健康診査

２
月

１日（火） 10：00～11：30 離乳食教室 東町生活館

６日（日）
７日（月）

 受付
6：30～11：00

・特定健診、若年健診
・胃、肺、大腸、前立腺がん検診
・肝炎ｳｲﾙｽ、ｴｷﾉｺｯｸｽ症検査
・風しん抗体価検査

東町生活館

14日（月） 13：00～16：30 フッ素塗布 レ・コード館

16日（水） 10：00～12：00 からだリセット講座 町民センター

19 日（土）
受付 8：30 婦人科検診

（乳がん、子宮頸がん検診）
東町生活館

～ 15：00

　新型コロナウイルス感染症の状況により中止及び延

期する場合があります。

　また、その他の事業については開催が決定しましたら、

町政事務委託文書などでお知らせします。

詳細はこちら

とましん LLB 会で「婚活」しませんか？
　町では、苫小牧信用金庫と締結した「地域結婚支援

事業の連携に関する協定」に基づき、結婚を希望する

方の出会いや、きっかけづくりの一環として、苫小牧

信用金庫が運営する「LLB 会結婚相談所」への入会を

推進しています。

■とましん LLB 会結婚相談所って？■

　苫小牧信用金庫が運営する結婚相談所で、専任ス

タッフのサポートのもと、会員同士の「お見合い」に

よる婚活事業を行っています。

【活動実績】

・会員数　男性：331 名／女性：345 名

・お見合い件数　724 件

・婚約／結婚数　 60 組

【 入会申込 】

　LLB 会事務局への申し込みが必要です。

　提出書類の詳細は下記までお問い合わせください。

　（書類の作成・提出はお手伝いします。）

　※入会時に預かり金として 10,000 円が必要ですが

　退会時に全額返金されます

●問い合わせ先
　産業課産業グループ　☎ 0146・47・2183（直通）
　とましんＬＬＢ会結婚相談所事務局
　　　　　　　　　　　☎ 0144・56・5026（直通）

★チャイルドランド★
・期　日　　１月13日（木）10時～11時 30分

・場　所　　レ・コードパーク

・内　容　　「自然体験・そりあそび」

　　　　　　※荒天時は内容を変更し実施

・申込期間　１月 11 日（火）まで

・定　員　　10 組（０歳～就学前）

★おしゃべりルーム★
・期　日　　①１月27日（木）10時～11時 30分

　　　　　　②２月 ３日（木）10時～11時 30分

・内　容　　①「節分制作」

　　　　　　②「手形粘土」

・申込期間　①１月 25 日（火）まで

　　　　　　②２月 １日（火）まで

・定　員　　各 10 組（０歳～就学前）

　　　　　　※２グループに分けて実施

★子育てサークルぴぐれっと★
・期日　２月 10 日（木）10 時～ 11 時 30 分

・内容　『サーキットあそび』

　※申し込みの必要はありません

●問い合わせ先　

　子育て支援センター　☎ 0146・47・4525

学校閉庁日のお知らせ
　町内の小中学校の冬季休業期間中

に学校閉庁日を設けます。これは、

教職員の心身のリフレッシュと休暇

取得促進を図ることを目的とした取

り組みです。

　閉庁期間中、各

学校は職員不在と

なりますので、緊

急時は教育委員会

管理課にご連絡を

お願いします。

〇学校閉庁期間　

令和３年 12 月 29 日（水）～

令和４年１月５日（水）

●緊急連絡・問い合わせ先

　教育委員会管理課　☎ 0146・47・2547

役場窓口・小動物の火

葬業務・国民健康保険診

療所・子ども発達支援セ

ンターあおぞら

　12月 31日～１月５日

レ・コード館・町民セ

ンター・青年の家・子

育て支援センター・町

民スポーツセンター・節

婦体育館・郷土資料館・

新冠老人憩の家・節婦老

人憩の家

　12 月 30日～１月５日

ゴミ収集運搬業務・デ

イサービスセンター・

コミュニティバスメロ

ディ―号

　12月 31日～１月３日

道南バス㈱
詳しくは道南バ

ス㈱のホーム

ページをご覧く

ださい。

ジェイ・アール北海道バス

詳しくはジェ

イ・アール北海

道バスのホーム

ページをご覧く

ださい。

町道の除雪が必要な時
　役場へご連絡くださ

い。警備員が常駐し、担

当者及び除雪委託業者へ

連絡をとり対応します。

道の駅売店

　12月 30日～１月３日

ホロシリ乗馬クラブ

　12月 26日～１月７日

新冠温泉
　通常営業（無休）

新冠郵便局

　窓口12月 31日～１月３日

　ATMは時間を変更して営業

苫小牧信用金庫新冠支店

　窓口・ATM

　12月 31日～１月３日

新冠町農業協同組合

　窓口・ATM

　12月 31日～１月３日

ひだか漁協新冠支所

　窓口・ATM

　12月 30日～１月５日

㈱伊藤商会（新冠・新和）

　12月 31日 12時～１月４日

岩倉商事㈱新冠営業所

　12月 31日～１月３日

中山石油㈱

　12月 31日～１月３日

ＪＡ新冠スタンド

　12月31日13時～１月３日

㈱横山運輸

　12月 31日 13時 30分～

１月３日

※年末年始は、営業日

であっても営業時間を

短縮している場合があ

ります。

　詳細については、直

接店舗にお問い合わせ

ください。

年末年始の公共施設などの休業日のお知らせ

金融機関

ガソリンスタンド公共施設等
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役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information － その２

給与者還付申告・年金者申告日程表

町内移動申告日程表

確定申告が始まります！（３月15日まで）

受付時間

９時～ 16 時

会　場

役場 101 会議室

対象地区

本町・中央町

北星町

東町
新冠沢地区（西泊津～泉）
西新冠沢地区（大狩部～里平）
節婦町

曜　日

水・木

金・月

火
水・木
金・月

火

期　日

1月26日・27日

28日・31日

２月１日
２日・３日
４日・７日

８日

受付時間

９時 30 分～ 13 時

９時 30 分～ 15 時

９時 30 分～ 13 時

９時 30 分～ 13 時
９時 30 分～ 15 時

９時～ 16 時

９時～ 19 時
９時～ 16 時

会　場

新和生活館
東川生活センター
新栄生活センター
緑丘生活センター

節婦生活館

万世生活センター
本町多目的交流センター

役場 101 会議室

対象地区

美宇・新和・太陽・里平
東川・共栄
新栄・泉・若園
朝日・緑丘・古岸
節婦町（第１区～第４区）
節婦町（第５区～第７区）
大狩部
大富・万世・明和
本町
北星町
中央町
東町
東泊津・西泊津・高江

会場に来られなかった方

曜　日

水
木
月
火
水

木

金
月
火
木
金
月

月～金
火

期　日

２月９日
10日
14日
15日
16日

17日

18日
21日
22日
24日
25日
28日

3月1日～14日
15日

※休日申告の受付　平日に来庁することが困難な方を対象に、３月６日（日）の９時から 16 時
まで休日申告の受付を行います。会場は役場 101 会議室です。

　新冠温泉レ・コードの湯とホテルヒルズは、施

設改修のため、下記の期間休業しますのでお知ら

せします。

　利用者の皆さまには、たいへんご

迷惑をおかけしますが、ご理解とご

協力をよろしくお願いします。

【休業期間】

　令和４年２月１日～令和４年３月 31 日

　新冠温泉レ・コードの湯とホテルヒルズは、こ

れからも変わることなく町民の皆さまに愛される

施設を目指し、運営されていきますのでよろしく

お願いします。

　ご不明な点などありましたら下記までお問い合

わせください。

●問い合わせ先：企画課商工労働観光グループ

　　　　　　　　　　　　 ☎ 0146・47・2498

　毎年１月21月から２月20日は、「北方領土の日」

特別啓発期間です。

　北方領土問題の解決のためには、領土返還に向

けた外交交渉の展開を強く要望する道民世論の結

集が何よりも必要となります。1人 1人の返還に向

けた思いを結集し、北方領土の返還を実現するた

め、多くの方々の署名へのご協力をお願いします。

〇署名コーナーの設置期間と場所

・期　間　

　１月21日（金）～２月18日（金）

・場　所　役場庁舎１階ロビー

●問い合わせ先

　企画課企画広報統計グループ

　　　　　 ☎ 0146・47・2498

「北方領土の日」特別啓発期間　署名コーナー設置のお知らせ

北方領土マスコット

「エリカちゃん」

●問い合わせ先：税務課税務グループ ☎ 0146・47・2115

　令和２年 10月１日を基準日として行われた国勢

調査の人口等基本集計結果（確定値）が公表され

ました。

　当町の人口は、平成27年調査から、283人（5.1％）

の減少となりました。また、世帯数については、38

世帯（1.6％）の増加となりました。

　人口の減少については、全道179市町村の中では

39番目に減少率が低く、日高管内では、最も減少

率が少ない自治体という結果となっています。人

口の一覧は、下記のとおりです。

●問い合わせ先

　企画課企画広報統計グループ広報統計係

　　　　　　　　　　　☎ 0146・47・2498

令和２年国勢調査結果について

増減率

△ 2.9％

△ 8.2％

△ 8.9％
△ 10.1％

△ 5.1％

△ 7.4％

△ 7.7％

△ 10.5％

△ 10.8％

Ｈ 27 年調査

5,381,733人

69,015 人

12,378 人
5,315 人

5,592 人

23,231 人

13,075 人

4,518 人

4,906 人

Ｒ２年調査

5,224,614 人

63,372 人

11,279 人
4,776 人

5,309 人

21,517 人

12,074 人

4,043 人

4,374 人

人口

北海道内

日高管内

日高町

平取町

新冠町

新ひだか町

浦河町

様似町

えりも町

　農業者年金は自分が積み立てた年金保険料と

その運用実績で受け取る年金額が決まる「積立

方式」です。

　このため少子高齢化時代でも加入者や受給者

の人数に左右されず、税制面での優遇措置など、

農業者だけが利用できるメリットの多い安心な

制度となっています。

【加入要件】

①国民年金第１号被保険者であること。

（農業者年金加入後「付加年金」の加入も必要です。）

②年間 60 日以上農業に従事すること。

③年齢が 60 歳未満であること。

【メリット】

①積立する保険料の金額は自分で設定でき、い　

つでも変更することが可能です。

②納めた保険料は、社会保険料控除の対象とな　

り、節税の効果もあります。

③認定農業者であることなど一定の要件を満た　

す場合には保険料の国庫補助があります。

●問い合わせ先

　新冠町農業委員会　　☎ 0146・47・2472

　新冠町農業協同組合　☎ 0146・47・3111

農業者の皆さまへ
「農業者年金加入」のご案内

新冠温泉レ ・ コードの湯 ・ ホテルヒルズの休業期間のお知らせ

　新しい外国語指導助手（ＡＬＴ）として、アメ

リカ・アーカンソー州出身のキャシー・ミラー先

生が新冠町にやってきました。町民の皆さんへメッ

セージをいただいていますのでご紹介します。

　Everyone in Niikappu has been so welcoming 

to me since I've arrived.It has made me 

happy to call Niikappu my new home.I hope to 

continue to make amazimg memories with my 

coworkers, my students, and the townspeople.

　「私が新冠町に着任してから、地域の皆さんに

とても暖かく迎え入れていただきました。

　新冠町で新しい生活を始められることを嬉しく

思います。これから職場の

方、生徒の皆さん、地域の方々

と素晴らしい思い出を重ね

ていけたら嬉しいです。」

　キャシー先生は、主に新

冠中学校で勤務することと

なります。地域で見かける

ことがありましたら、「キャ

シー先生」と気軽に声をか

けてください。

●問い合わせ：教育委員会管理課管理グループ
　　　　　　　　　　　　 ☎ 0146・47・2547

新しい外国語指導助手（ＡＬＴ）が着任！

キャシー先生
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今月の一冊

北緯43度のコールドケース

伏尾 美紀著／講談社

　博士号取得後、大学を辞めて北

海道警察に入った沢村依理子。あ

る日、未解決の誘拐事件の被害者

の遺体が発見される。犯人と思わ

れた男はすでに死亡。その誘拐事

件の捜査資料が漏洩し、沢村は漏

洩犯としての疑いをかけられて…。

新着ガイド
絶滅危惧動作図鑑   藪本 晶子

移民をどう考えるか カリド・コーザー

ツチハンミョウのギャンブル 福岡 伸一

リュック作り教室 水野 佳子

エスニックつまみとごはん  エダジュン

プラモはじめます ! 香坂 きの

古くて素敵なクラシック・レコードたち 村上 春樹

書く習慣 いしかわ ゆき

変な家  雨穴

教場 X 長岡 弘樹

スモールワールズ  一穂 ミチ

ミカエルの鼓動 柚月 裕子

遠巷説百物語 京極 夏彦

夫が倒れた !献身プレイが始まった 野田 敦子

夜間開館のお知らせ

アニマル号（移動図書館車）運行日程

毎週水曜日は、夜間開館日です。
夜８時まで開館しています。

10：30～ 11：00 おうるの郷

15：40～ 15：55 町民センター前（児童館）

16：00～ 16：30 認定こども園ド・レ・ミ

12：45～ 13：10 新冠中学校

10：10～ 10：30 朝日小学校

11：00～ 11：15 太陽郵便局

12：50～ 13：20 認定こども園ド・レ・ミ

15：05～ 15：35 新冠小学校

15：40～ 15：55 町民センター前（児童館）

10：10～ 10：30 朝日小学校

12：50～ 13：20 認定こども園ド・レ・ミ

15：05～ 15：35 新冠小学校

15：40～ 15：55 町民センター前（児童館）

10：30～ 11：00 おうるの郷

１月 13 日

14 日

19 日

20 日

21 日

２月３日

４日

10 日

●問い合わせ先　レ・コード館図書プラザ　☎ 0146・45・7777

☆びっくり箱のおはなし会
１月22日（土）13：30～定例読み聞かせ

１月 26日（水）10：30～赤ちゃん絵本の読み聞かせ

・主催　読み聞かせの会「びっくり箱」

・場所　レ・コード館図書プラザ　おはなしのへや

　事前申込不要ですが、状況により予告なく中

止となる場合があります。中止となった場合は、

図書プラザＨＰなどでお知らせします。

　ご来館時はマスク着用、手指消毒や検温など

の感染予防対策にご協力ください。

☆年末年始の休館のお知らせ
【休館期間】

令和３年 12 月 30 日（木）～令和４年１月５日（水）

　休館中、本の返却はレ・コード館正面入り口横の

【返却ポスト】をご利用ください。

　破損の恐れがあるＣＤ・ＤＶＤ、ディスク付き図

書、ポストへ入らない大型の本などは休館明けにカ

ウンターへ直接ご返却ください。

☆おみくじ付【本の福袋】で楽しく運だめし！

　１月６日（木）から、子ども向けの本の福袋を

10 セット限定で貸出します。福袋は先着順で、な

くなり次第終了です。年齢別セットや令和４年の干

支である寅の本のセットを準備しています。普段自

分では選ばない本との出会いも福袋の楽しみのひと

つです。おみくじ付ですので、新年の運だめしもか

ねてご利用ください。

新冠小学校６年生です

ぼくとわたしの

夢

　

大
富
地
区
は
、
昔
「
姉
去
（
ア
ネ
サ
ル
）」
と

呼
ん
で
い
ま
し
た
。
古
く
は
ア
イ
ヌ
民
族
の
コ
タ

ン
や
学
校
が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
正
時
代
に
農
耕

馬
や
軍
馬
を
育
成
す
る
御
料
牧
場
の
飼
料
畑
に
活

用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
石
碑
は
現
在
、
大
富
生
活

館
横
に
建
立
し
て
い
ま
す
が
、
以
前
は
別
の
場
所

に
あ
り
、
そ
の
存
在
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
の
石
碑
が
建
立
さ
れ
た
年
代
か
ら

推
察
す
る
と
、
大
正
四
年
に
姉
去
地
区
は
開
村
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
町
史
で
は
、
大
正
六
年
に

茨
城
県
人
二
十
三
戸
が
こ
の
地
に
入
地
し
た
と
あ

り
、
当
時
の
人
は
大
正
前
期
を
地
域
開
村
の
頃
と

考
え
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
新
冠
の
各
地
域
に

あ
る
開
拓
記
念
碑
は
戦
後
が
主
な
の
で
、
地
域
が

開
か
れ
た
こ
と
を
記
念
す
る
石
碑
と
し
て
は
、
最

も
古
い
も
の
と
い
え
ま
す
。

「
新
冠
の
碑
（
い
し
ぶ
み
）」
⑰

『
開
村
十
年
記
念
（
大
富
地
区
）
』

※状況により運行が変更・中止となる場合があります。

僕の将来の夢は、

公務員です。理由

は、新冠町や北海

道のために働きた

いからです。

丸本　颯馬

僕は将来、野球チー

ムに入って、打った

り投げたりして試合

に出たいです。父と

同じキャッチャーを

してみたいです。

羽下　芽生

私の将来の夢はま

だ決まっていませ

んが、ゲームに関

わる仕事をしてみ

たいです。

西舘　心優

○
開
村
十
年
記
念（
か
い
そ
ん
じ
ゅ
う
ね
ん
き
ね
ん
）

　
建
立
年
月
　
大
正
14
年
９
月

　
所
在
地
　
　
大
富
（
大
富
生
活
館
）

　
高
　
さ
　
　
約
１
・
５
ｍ

図書プラザＨＰ
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７月
　16 日　全道大会で全国大会の切符を手にした静内高校２年生

　　　の大林諒多君（馬術）と１年生の小守優仁君（カヌー）

　　　が鳴海町長を表敬訪問。

８月
　２日　日本女子大学と日高管内７町、日高町村会、日高振興

　　　局は地域社会、教育、産業の振興を図ることを目的に『相

　　　互協力による協定書締結式』をオンラインで実施。

　14 日　コロナ対策を徹底し、楽しみにしている子どもたちへ

　　　思い出を一つでも多く提供したいとの想いから町青年団

　　　体連絡会議が『にいかっぷふるさと盆踊り２０２１』を開催。

　25 日　静内高校３年生が地域の課題を自分たちで調べ、その

　　　解決策を探る「日高地域研究『新冠町の社会的課題を探

　　　求する』発表会」が行われる。

９月
　17 日　『新冠町小学校統合計画保護者説明会』が開かれる。

　　　この日を皮切りに認定こども園・小中学校の保護者、町

　　　内の地域住民を対象に計７回実施。

10 月
　５日　町観光協会が今年度スタートさせた乗馬や温泉など、

　　　新冠の魅力を詰め込んだ結婚式『にいかっぷウエディン

　　　グ』で、埼玉県在住の男女が式を挙げる。

　19 日　日高信用金庫は創立１００周年を記念し、にいかっぷ

　　　ホロシリ乗馬クラブに桜の植樹を行う。

11月
　１日　新冠ライオンズクラブは結成 50 周年を記念し、消防組

　　　合新冠支署に車両１台、新冠中学校吹奏楽部に楽器２台、

　　　町青年団体連絡会議にクリスマスツリー１基を寄贈。

　３日　『令和３年度新冠町功労賞贈呈式』が行われ、町の発展、

　　　振興に寄与された７名が表彰される。

　５日　町商工会青年部主催の職業体験『にいかっぷミライク

　　　エスト』が開かれ、中学生 44 名が仕事の楽しさを学ぶ。

　30 日　『日本ハムファイターズファンフェスティバル』が開か

　　　れ、応援大使の谷口選手、清宮選手とオンラインで交流。

12 月
　11 日　市民劇団ど・こ～れ新冠が、定期公演『死神ペドロ２

　　　フリースクールケイマフリ』を熱演し観客を魅了。

新　冠　町
あんなこと
こんなこと ８月７日　ろうそくだせ！２０２１

８月 20 日　日高リトルシニア
　　　　　 東日本選抜野球大会優勝

10 月１日　町農協青年部新冠小学校へ
　　　　　ジャガイモ約 50 キロ寄贈

12月４日　イルミネーションフェスタ２０２１

2021

４月１日　日高地域広域公共バス
　　　　　運行開始記念セレモニー

２月 26 日　日本バッハコンクール
　　　　　 全国大会で金賞受賞

５月23日　オークス制覇『ユーバーレーベン号』

１月
　10 日　『令和２年度新冠町教育賞・教育奨励賞表彰式』が開

　　　かれ、教育賞２名、教育奨励賞 10 名が表彰される。

　19 日　『新冠町小中学校適正規模・適正配置基本計画保護者

　　　説明会』が開かれる。この日を皮切りに認定こども園・

　　　小中学校の保護者、町内の地域住民を対象に計９回実施。

２月
　18 日　日高信用金庫と「まちづくりに関する包括連携協定」、

　　　「高齢者等弱者の地域見守り活動に関する協定」を締結。

　24 日　就農希望者の独立就農を支援することを目的に株式会

　　　社シズナイロゴスと「就農支援事業の連携に関する協定」

　　　を締結。

　28 日　高規格道路延伸に伴い、節婦地区から西泊津地区に移

　　　転した「にいかっぷホロシリ乗馬クラブ」の落成式が挙

　　　行される。

３月
　12 日　新冠ライオンズクラブが無遅刻・無欠席で卒業した児

　　　童・生徒９名に対し、皆勤賞の賞状と記念品を贈呈。

　17 日　町議会において、高邁な政治信念により町の振興発展

　　　に貢献された字中央町の故富樫勉さんが旭日単光章を受章。

　21 日　『新冠町テニポン協会設立 25 周年記念式典・記念大会』

　　　が町民スポーツセンターで開かれる。

４月
　26 日　『新冠町長当選証書付与式』が行われ、２回目の当選

　　　を果たした現職の鳴海町長に山藤雄一選挙管理委員会委

　　　員長より、当選証書が付与される。

５月
　１日　新型コロナウイルスの米ファイザー社製ワクチンの優

　　　先接種が、町保健センターで始まる。

６月
　28 日　地域住民の生命や財産を守る消防活動に貢献された字

　　　大富の小山田孝義さんが瑞宝単光章を受章。町議会にお

　　　いて、高邁な政治信念により町の振興発展に貢献された

　　　字本町の故鷹觜德夫さんが旭日単光章を受章。

１月 10日　令和３年新冠町成人式

11月 28日　引退レースジャパンカップ制覇
　　　　　　　　　『コントレイル号』

１月７日　交通安全祈願祭
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10 月 21 日～ 12 月５日までの届出分（敬称略）
●いつまでもお幸せに
石郷岡　直哉  ♡ 小森　玲子 大　富

●お誕生おめでとうございます

伊 熊 　 来
く る み

未 （広幸 怜奈 ) 中央町

寳 金 　 凌
り お

央 （秀天 祥子 ) 北星町

金 平 　 涼
す ず は

芭 （健吾 円佳 ) 節婦町

仙 波 　 織
しき

 （ 大 樹  舞 ) 東　町

●おくやみ申し上げます
山 田 　 キ ヨ ９８歳 中央町
池 田 　 裕 昭 ６９歳 中央町
長 坂 　 由 紀 ８６歳 北星町
荒 井 　 艶 子 ７９歳 東　町
東野　武五郎 ８０歳 東　町
細 川 　 滿 ８９歳 東　町
向井　アキ子 ９４歳 東　町
八 木 　 太 市 ９３歳 高　江
堤 　 　 里 美 ９２歳 朝　日
小 松 　 敏 治 ７３歳 若　園
壁岸　ミツヱ ９０歳 東　川
藤澤　きよゑ ８９歳 朝　日
山科　勝次郎 ８７歳 中央町
鹿 戸 　 末 弘 ８４歳 明　和
廣 瀨 　 　 誠 ８３歳 新　栄
鷹 觜 　 政 善 ８９歳 泉●

広
報
に
い
か
っ
ぷ

人の

うごき

人　口 5,264 人 （前月比 － 10 人）

　男 2,575 人 （前月比 － 3 人）

　女 2,689 人 （前月比 － 7 人）
世 帯 2,755 世帯 （前月比 － 2 世帯）

（令和３年 11 月末現在）

火災・救急出動状況　　（ ）かっこ内は前年同期

救急件数

 31件（ 24件）

298件（250件）

交 通 事 故 発 生 状 況 　　（ ）かっこ内は前年同期

傷　者

１人（１人）

８人（３人）

死　者

０人（０人）

１人（０人）

火災件数

０件（０件）

５件（２件）

発生件数

１件（１件）

８件（３件）

区　分

11月

３年１～11月

区　分

11月

３年１～11月

「冬道での交通事故防止」
 ○天候・路面状況に応じた運転を　○スピードダウンと慎重な運転を

 ○「急」のつく運転操作は危険　　○シートベルトの全席着用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 静内警察署
パパ　　　　ママ

戸  籍  の  窓

令
和
３
年
12
月
・
４
年
１
月
号（
通
巻
662
号
）

　

第
四
十
一
話

　

　
「
新
冠
に
お
け
る
郵
便
局
の
歴
史
」（
要
約
文
）

　

日
高
管
内
に
お
け
る
郵
便
局
の
設
置
は
、
明

治
十
八
年
に
遡
り
ま
す
。
当
時
は
、
現
在
の
富
川
、

厚
賀
、
静
内
、
三
石
、
え
り
も
な
ど
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
新
冠
で
は
、
こ
れ
ら
よ
り
ず
っ
と

遅
れ
て
明
治
四
十
一
年
に
開
局
し
た
の
が
は
じ

ま
り
と
な
り
ま
す
。
場
所
は
、
現
在
の
本
町
地

区
に
置
か
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
初
は
、

現
在
の
市
街
地
が
高
江
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
高
江
郵
便
局
と
い
う
局
名
で
し
た
。
初

代
局
長
に
堤
荘
三
氏
が
任
命
さ
れ
、
郵
便
、
為
替
、

貯
金
等
を
取
り
扱
っ
て
き
ま
し
た
。

　

大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
、
漁
業
や
木
炭

製
造
の
振
興
で
節
婦
町
に
お
け
る
戸
数
が
急
激

に
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
大
正
八
年
に
な

る
と
節
婦
に
郵
便
局
が
移
転
し
ま
し
た
。
大
正

十
五
年
に
は
再
び
高
江
（
現
市
街
地
）
に
戻
り

ま
し
た
が
、
昭
和
三
年
に
は
ま
た
節
婦
に
移
転

し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
新
冠
村
役
場
の
所
在
地
で
あ
る
市

街
地
に
郵
便
局
が
な
い
こ
と
が
不
便
と
い
う
声

が
上
が
り
、
昭
和
十
二
年
に
高
江
郵
便
取
扱
所

が
開
設
し
ま
し
た
。
郵
便
、
為
替
、
貯
金
、
年

金
、
保
険
、
恩
給
等
の
業
務
を
行
い
ま
し
た
。

昭
和
二
十
六
年
に
新
冠
郵
便
局
と
改
称
、
昭
和

二
十
八
年
に
は
旧
役
場
（
現
本
町
多
目
的
交
流

セ
ン
タ
ー
）
の
東
側
に
移
転
し
ま
す
。
昭
和

四
十
三
年
、
業
務
拡
大
に
伴
っ
て
局
舎
の
改
築

が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
建
物
の
老
朽
化
に
よ
り

平
成
七
年
に
東
町
に
移
転
新
築
さ
れ
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
冠
に
は
市
街
地
か
ら
離
れ
て
居
住

す
る
地
域
住
民
の
た
め
に
、
自
治
体
が
受
託
団

体
と
な
り
、
郵
政
省
が
監
督
し
て
郵
便
業
務
を

行
う
簡
易
郵
便
局
が
あ
り
ま
し
た
。
泉
地
区
に

設
置
さ
れ
て
い
た
日
高
泉
簡
易
郵
便
局
が
昭
和

二
十
四
年
に
開
設
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
万
世

簡
易
郵
便
局
（
昭
和
二
十
五
年
開
設
）、
太
陽
簡

易
郵
便
局
（
昭
和
二
十
六
年
開
設
）、
日
高
朝
日

簡
易
郵
便
局
（
昭
和
三
十
三
年
開
設
）
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、
昭
和
十
一
年
の
比
宇
（
び

う
）
郵
便
取
扱
所
か
ら
は
じ
ま
る
新
和
郵
便
局

も
長
い
歴
史
を
誇
り
ま
す
。

　

現
在
は
郵
政
民
営
化
に
伴
い
、
集
配
業
務
が

他
町
の
郵
便
局
に
移
管
さ
れ
る
な
ど
、
国
の
情

勢
に
よ
っ
て
業
務
内
容
が
以
前
と
は
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
が
、
地
域
と
共
に
生
き
た
昔
な
ら

で
は
の
郵
便
局
を
、
な
つ
か
し
く
思
う
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

新
新
冠
に
ま
つ
わ
る
お
話
し
を
集
め
た

冠

百

話

昭和 14 年の高江郵便局


